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開隆堂出版（家基009-901）「家庭基礎―明⽇の⽣活を築く―」評価規準例
時数 学習⽬標 知 思 主 評価⽅法例 評価規準

○
テスト
ワークシート

・⼈の⼀⽣について、⽣涯発達の視点から各ライフステージの特徴と課題について理
解している。

○
ワークシート

・⾃⼰の意思決定に基づき、責任をもって⾏動すること、男⼥が協⼒して、家族の⼀
員としての役割を果たし家庭を築くことなどについて主体的に考え、問題を⾒いだし
て課題を設定している。

○ ⾃⼰評価
⾏動観察

・⻘年期の⾃⽴について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

○
テスト
ワークシート

・⻘年期の課題である⾃⽴および男⼥の平等と協⼒にについて理解している。

○ グループでの話し合い
・男⼥が協⼒して、家族の⼀員としての役割を果たし家庭を築くことについて、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

○
テスト
ワークシート

・⻘年期の課題である意思決定の重要性について理解している。

○ ワークシート
・⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について主体的に考え、ライフスタイルと将来の家庭⽣
活及び職業⽣活について、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論
理的に表している。

○
⾏動観察
⾃⼰評価

・⻘年期の⾃⽴と家族・家庭について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改
善しようとしている。

1
⾃分が拓く
⼈⽣

〇
テスト
ワークシート

・⾃⽴した⽣活を営むために必要な情報（⽣活資源）について理解している。
・家族・家庭⽣活を取り巻く社会環境の変化や課題、家族・家庭と社会とのかかわり
について理解している。

〇 グループでの話し合い

・家族・家庭の機能と家族関係について理解している。
・家庭や地域のよりよい⽣活を創造するために、男⼥が協⼒して、家族の⼀員として
の役割を果たし家庭を築くことについて主体的に考え、問題を⾒いだして課題を設定
している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい境の構築に向けて、家族・家庭について、課題の解決に主体的に取り組
み、⽣活を⼯夫し創造し、実践しようとしている。

〇
テスト
ワークシート

・家族・家庭⽣活を取り巻く社会環境の変化や課題、家族・家庭と社会とのかかわり
について理解している。

〇 ワークシート
・家庭や地域のよりよい⽣活を創造するために、男⼥が協⼒して、家族の⼀員として
の役割を果たし家庭を築くことについて、実践を評価したり、改善したりしている。

〇
テスト
ワークシート

・家族・家庭⽣活を取り巻く社会環境の変化や課題、家族・家庭と社会とのかかわり
について理解している。
・⽣涯を通して家族・家庭の⽣活を⽀える福祉や社会的⽀援について理解している。

〇
ワークシート
発表
グループでの話し合い

・家庭や地域及び社会の⼀員としての⾃覚をもって共に⽀え合って⽣活することにつ
いて問題を⾒いだして課題を設定したり、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考
察したことを論理的に表現たりしている。

〇
⾃⼰評価
⾏動観察

・家族・家庭について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しようとして
いる。
・よりよい社会の構築に向けて、共⽣社会と福祉について、課題の解決に主体的に取
り組み、⽣活を⼯夫し創造し、実践しようとしている。
・共⽣⽣活と福祉について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しようと
している。

○⽣活設計と家族・家庭について理解す
る。
○個⼈・家族と地域・社会の関係につい
て理解する。

個⼈・家族
と地域・社
会

1

○家庭⽣活と経済の安定について理解す
る。
○共⽣社会の特徴について理解する。

○家族・家庭⽣活に関する法律について
理解する。

1

1 家族と法律

共⽣社会を
⽣きる

家
族
・
家
庭

学習内容

⻘
年
期

○⽣涯発達と⻘年期について理解する。

○性とパートナーシップについて理解す
る。

1

将来を考え
ながらこれ
からを⽣き
る

○これからの進路や働き⽅について理解
する。

⼈の⼀⽣と
⻘年期

1

1
⾃分らしく

⽣きる
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開隆堂出版（家基009-901）「家庭基礎―明⽇の⽣活を築く―」評価規準例
時数 学習⽬標 知 思 主 評価⽅法例 評価規準学習内容

⼦どもの世
界

〇
テスト
ワークシート

・新⽣児の特徴について理解している。

〇 ワークシート
・⼦どもを⽣み育てることの意義、⼦どもの健やかな発達のために親や家族及び地域
や社会の果たす役割について問題を⾒いだして課題を設定している。

〇
⾃⼰評価
⾏動観察

・⼦どもの⽣活と保育について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

2
⼦どもの発
達

○乳幼児の⼼⾝の発達の特徴について理
解する。
○乳幼児の発達には順序があることを理
解し、発達の⽬安を捉える。
○⼦どもの発達における遊びの意義につ
いて理解する。
○よい玩具の条件や遊びの種類について
理解する。
○基本的⽣活習慣や社会的⽣活習慣の重
要性について理解する。
○⼦どもの健康と安全について理解す
る。

〇
テスト
ワークシート

・乳幼児期の⼼⾝の発達と⽣活について理解している。

○
ワークシート
保育実習

・乳幼児と適切にかかわることができる。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、⼦どもの⽣活と保育について、⽣活を⼯夫し創造
し、実践しようとしている。

〇
テスト
ワークシート

・親の役割と保育について理解している。
・⼦どもを取り巻く社会環境、⼦育て⽀援について理解している。

〇
グループでの話し合い

・⼦どもを⽣み育てることの意義について考えると共に、⼦どもの健やかな発達のた
めに親や家族及び地域や社会の果たす役割の重要性について、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇
⾃⼰評価
⾏動観察

・よりよい社会の構築に向けて、⼦どもの⽣活と保育について、⽣活を⼯夫し創造
し、実践しようとしている。
・⼦どもの⽣活と保育について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しよ
うとしている。

〇
テスト
ワークシート

・⾼齢者の⼼⾝の特徴、⾼齢者を取り巻く社会環境、⾼齢者の尊厳について理解して
いる。

〇 ワークシート
・⾼齢者の⾃⽴⽣活、家族や地域及び社会の果たす役割について問題を⾒いだして課
題を設定している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⾼齢期の⽣活と福祉について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

〇
テスト
ワークシート
介護体験活動

・⾼齢者の⾃⽴⽣活の⽀援や介護について理解しているとともに、⽣活⽀援に関する
基礎的な技能を⾝に付けている。

〇 ワークシート
・⾼齢者の⾃⽴⽣活を⽀えるために、家族や地域及び社会の果たす役割について、解
決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、⾼齢期の⽣活と福祉について、⽣活を⼯夫し創造
し、実践しようとしている。
・⾼齢期の⽣活と福祉について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しよ
うとしている。

○⼦どもと適切にかかわるための基礎的
な技能を⾝につける。
○児童虐待を取り巻く問題や⼦どもの権
利について理解する。

⼦どもとか
かわる

○⼦どもの⼈を引き寄せる⼒・育とうと
する⼒について理解する。

あたらしい
⽣命の誕⽣

1
社会の中で
⼦育て

○養育者も⼦どもと共に成⻑していくこ
とを理解する。
○社会全体で⼦育てを⽀援するため、⼦
育ての環境を整備する重要性を理解す
る。
○⼦育てを⽀える福祉や⼦どもに関する
社会保障について理解する。

4

⾼
齢
者

様々な⾼齢
期

○⾼齢者・⾼齢期の特徴について理解す
る。
○介護や認知症について理解する。

4
⾼齢期の⽣
活を⽀える

○⾼齢者の⽣活の特徴について理解す
る。
○⾼齢者にかかわる福祉について理解す
る。

保
育

3

2
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開隆堂出版（家基009-901）「家庭基礎―明⽇の⽣活を築く―」評価規準例
時数 学習⽬標 知 思 主 評価⽅法例 評価規準学習内容

〇
テスト
ワークシート

・⻘年期における毎⽇の⾷事の重要性、⾷事を共にすることの意義についてについて
理解している。

〇 ワークシート
・⾷の安全や⾷品の調理上の性質、⾷⽂化の継承を考慮した献⽴作成や調理計画、健
康や環境に配慮した⾷⽣活について問題を⾒いだして課題を設定している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⾷⽣活と健康について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

5
⾷べ物は健
康の決め⼿

○五⼤栄養素とその働きについて理解す
る。

〇
テスト
ワークシート

・栄養素の種類と機能について理解している。

○調理の⽬的について理解する。
○⾷品の安全について理解する。
○調理の基本について理解する。

〇

テスト
ワークシート
実験(だしの味わいの違
い)

・おいしさの構成要素や⾷品衛⽣について理解している。

〇 調理実習 ・⾷品の調理上の性質を理解しているとともに、⽬的に応じた調理ができる。

〇
ワークシート
⾃⼰評価

・⾷の安全や⾷品の調理上の性質を考慮した献⽴作成や調理計画について、解決策を
構想し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇
テスト
ワークシート

・伝統的な和⾷の特徴について、理解している。

〇
グループでの話し合い
ワークシート

・⾷⽂化の継承を考慮した献⽴作成や調理計画について、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇
テスト
ワークシート

・ライフステージに応じた栄養の特徴について理解する。
・⾷品の栄養的特質について理解している。
・⾃⼰や家族の⾷⽣活の計画・管理について理解しているとともに、適切にできる。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、⾷⽣活と健康について、⽣活を⼯夫し創造し、実践
しようとしている。

〇
テスト
ワークシート

・健康や環境に配慮した⾷⽣活について、理解している。

〇 グループでの話し合い
・健康や環境に配慮した⾷⽣活について解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを理論的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⾷⽣活と健康について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しようとし
ている。

〇
テスト
ワークシート

・ライフステージや⽬的に応じた被服の機能と着装について理解している。

〇 グループでの話し合い

・被服の機能性や快適性、安全で健康や環境に配慮した被服の管理や⽬的に応じた着
装について問題を⾒いだして課題を設定している。
・⽬的に応じた着装について、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したこと
を論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⾐⽣活と健康について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

〇
テスト
ワークシート

・被服材料、被服衛⽣について理解している。

〇
ワークシート
グループでの話し合い

・被服の機能性や快適性について、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察した
ことを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、⾐⽣活と健康について、⽣活を⼯夫し創造し、実践
しようとしている。

〇
テスト
ワークシート
実験(界⾯活性剤の働き)

・被服構成について理解しているとともに、被服の計画が適切にできる。
・被服の管理が適切にできる。

〇 ワークシート
・安全で健康に配慮した被服の管理について、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを論理的に表現している。

〇
テスト
ワークシート
製作実習

・健康で快適な⾐⽣活に必要な情報の収集・整理が適切にできる。
・被服の補修について必要な技能を⾝につけている。

〇 グループでの話し合い
・環境に配慮した被服の管理について、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⾐⽣活と健康について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しようとし
ている。

10

2

調理にトラ
イ！

○⾐⽣活における持続可能な社会につい
て理解する。
○持続可能な社会を⽬指して⾃分ができ
ることを考える。
○被服の補修に必要な技能を⾝につけ
る。

持続可能な
⾐⽣活

⾐
⽣
活

○料理の様式に適した調理法などを理解
する。
○⽇常的な⾷事を整えることができる。

○⾷事摂取基準について理解する。
○献⽴について理解する。

1
⽇本と世界
の⾷⽂化

○和⾷の特徴について理解する。
○世界の⾷⽂化について関⼼をもつ。

2
被服の⼊⼿
と管理

○被服計画の必要性について理解する。
○表⽰を読み取り、着⼼地や管理、安全
を考えた被服の選択ができる⼒を⾝につ
ける。

1
持続可能な
⾷⽣活

○⽇本や世界の⾷料⾃給率の現状から⾷
糧事情について理解する。
○持続可能な⾷⽣活に向けて取り組める
ことを考える。

2
被服の機能
と着装

○⾐服の社会的背景について理解する。
○⾐服の役割について理解する。

2
快適な被服
の科学

○⾐服の素材の特徴について理解する。
○着⼼地と⾐服の素材の性能について理
解し、性能改善の⼯夫を知る。
○適切な被服管理の⽅法について理解す
る。
○洗濯の原理について理解し、科学的な
視点から被服管理ができる⼒を⾝につけ
る。

2

⾷
⽣
活

⾷の変遷と
おいしさの
追求

○どのように⾷べ、どのように暮らして
いるか、⾃分の⾷事を振り返ることがで
きる。

1
⾷⽣活をプ
ロデュース

3 ©KAIRYUDO Publishing Co.,Ltd.
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開隆堂出版（家基009-901）「家庭基礎―明⽇の⽣活を築く―」評価規準例
時数 学習⽬標 知 思 主 評価⽅法例 評価規準学習内容

〇
テスト
ワークシート

・ライフステージに応じた住⽣活の特徴について理解している。

〇 グループでの話し合い

・住居の機能性や快適性、住居と地域社会との関わりや、防災などの安全や環境に配
慮した住⽣活や住環境について問題を⾒いだして課題を設定している。
・住居の機能性や快適性について解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察したこ
とを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・住⽣活と健康について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。

2
健康で快適
な住まい

〇
テスト
ワークシート

・適切な住居の計画・管理にについて理解しているとともに、適切にできる。
・防災などの安全や環境に配慮した住居の機能について理解している。

2
住まいの防
災・減災

〇
ワークシート
グループでの話し合い

・防災などの安全や環境に配慮した住⽣活や住環境について、解決策を構想し、実践
を評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇 グループでの話し合い
・住居と地域社会との関わりについて、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察
したことを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、住⽣活と健康について、⽣活を⼯夫し創造し、実践
しようとしている。
・住⽣活と健康について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しようとし
ている。

〇
テスト
ワークシート

・家計の構造や家計の管理について理解している。

〇 ワークシート
・⽣涯を⾒通した⽣活における経済の管理や計画の重要性について問題を⾒いだして
課題を設定している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⽣活における経済の計画について、課題の解決に主体的に取り組もうとしている。
・よりよい社会の構築に向けて、⽣活における経済の計画について、⽣活を⼯夫し創
造し、実践しようとしている。

〇
テスト
ワークシート

・⽣活における経済と社会とのかかわり、家計管理について理解している。

〇 グループでの話し合い
・⽣涯を⾒通した⽣活における経済の管理や計画について、解決策を構想し、実践を
評価・改善し、考察したことを論理的に表現している。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・⽣活における経済の計画について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善
しようとしている。

〇
テスト
ワークシート

・消費者の権利と責任を⾃覚して⾏動できるよう消費⽣活の現状と課題、消費⾏動に
おける意思決定や契約の重要性、消費者保護の仕組みについて理解するとともに、⽣
活情報を適切に収集・整理できる。

〇 ワークシート
・⾃⽴した消費者として、⽣活情報を活⽤し、適切な意思決定に基づいて⾏動するこ
とや責任ある消費について、問題を⾒いだして課題を設定したり、解決策を構想し、
実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現したりしている。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築にむけて、消費⾏動と意思決定について、課題の解決に主体的
に取り組み、⽣活を⼯夫し創造し、実践しようとしている。
・消費⾏動と意思決定について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り返って改善しよ
うとしている。

〇
テスト
ワークシート

・⽣活と環境とのかかわりについて理解している。
・持続可能な消費や社会へ参画することの意義について理解している。

〇
ワークシート
グループでの話し合い

・持続可能な社会を⽬指して主体的に⾏動できるよう、安全で安⼼な⽣活と消費につ
いて、問題を⾒いだして課題を設定したり、解決策を構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを論理的に表現したりしている。

〇
⾏動観察
⾃⼰評価

・よりよい社会の構築に向けて、持続可能なライフスタイルと環境について、課題の
解決に主体的に取り組み、⽣活を⼯夫し創造し、実践しようとしている。
・持続可能なライフスタイルと環境について、課題解決に向けた⼀連の活動を振り
返って改善しようとしている。

○
テスト
ワークシート

・⼈の⼀⽣について、⽣涯発達の視点から各ライフステージの特徴と課題について理
解している。

○
ワークシート
グループでの話し合い

・⾃⽴した⽣活を営むために必要な情報の収集・整理を⾏い、⽣涯を⾒通した、問題
にを⾒い出して、課題を設定している。

○
⾏動観察
⾃⼰評価

・⽣涯を⾒通した⾃⼰の⽣活について主体的に考え、ライフスタイルと将来の家庭⽣
活及び職業⽣活について⼯夫し創造し、実践しようとしている。

○環境に与える影響について理解する。
○持続可能な社会を⽬指した国際的な取
り組みとその重要性について理解する。
○持続可能な社会を⽬指したライフスタ
イルを考える。

⽣活を⽀え
る経済

○家計の収⼊と⽀出（種類・流れ）につ
いて理解する。
○家計の管理について理解する。
○貯蓄の⽬的、⽅法について理解する。
○ローンの種類・利⼦について理解す
る。

○消費⽣活の現状について理解する。
○悪質商法の危険性について理解し対処
法を考える。
○消費⽣活の特徴と問題点について理解
する。
○消費にかかわる法律や制度について理
解する。
○消費者の権利と責任について理解す
る。

持続可能な
消費⽣活

○経済のグローバル化について理解し、
⾃⽴した消費者として考える。
○家計マネジメントの知識を⾝につけ
る。
○キャッシュレス決済のしくみ、問題点
について理解する。

2

2
社会・世界
とつながる
家計

消費社会を
⽣きる

消
費
⽣
活
と
持
続
可
能
な
社
会

1

住
⽣
活

3

⽣
活
設
計

○⼈の⼀⽣について、様々な⽣き⽅があ
ることを理解する。
○⾃⽴した⽣活を営むために必要な情報
の収集・整理を⾏い、⽣涯を⾒通して、
⽣活課題に対応し意思決定をしていくこ
との重要性について理解する。

2

2

様々な住ま
いと暮らし
⽅

○社会の状況によって求められる住宅機
能の変化について理解する。
〇家族の⽣活と各ライフステージに応じ
た住居の条件について考える。
〇住居の平⾯図について読み取ることが
できる。

○健康で快適、安全な住⽣活を営むこと
ができる住居の条件を理解し、対策がで
きる。
〇災害の特徴について知り、災害意識を
⾼める。
〇災害に強い社会に関⼼をもち、主体的
に災害対策を考える。

1
持続可能な
住まいとま
ち

〇持続可能な住⽣活とはどのようなこと
か考え、そのために私たちができること
を考える。
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